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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶ディスプレイの駆動によるノイズが受信電
波に干渉することを抑制することができる表示装置を提
供する。
【解決手段】表示装置は、受信電波のチャネル又は周波
数に応じて、液晶ディスプレイにおいて極性反転させる
画素のグルーピングを選択する選択部と、選択されたグ
ルーピングに従って液晶ディスプレイの画素を極性反転
させるように液晶ディスプレイの駆動方式を切り替える
切替部とを有する。表示装置は、例えばデジタルテレビ
放送を受信する携帯端末装置であってもよい。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにおいて極性反転させる画
素のグルーピングを選択する選択部と、
　選択された前記グルーピングに従って前記液晶ディスプレイの前記画素を極性反転させ
るように前記液晶ディスプレイの駆動方式を切り替える切替部と
　を有する表示装置。
【請求項２】
　受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにおいて極性反転させる画
素のグルーピングを選択し、
　選択された前記グルーピングに従って前記液晶ディスプレイの前記画素を極性反転させ
るように前記液晶ディスプレイの駆動方式を切り替える
　処理を、プロセッサに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイの駆動による電波干渉を抑制する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイは、例えばデジタルテレビ放送対応の携帯端末装置の表示部として用
いられる。
【０００３】
　表示部として用いられる液晶ディスプレイが高解像度のものであれば、当該装置の演算
部と液晶ディスプレイ制御部との間でのデータ転送が旧来に比べて速くなる。このように
高速にデータを転送すると、旧来の液晶ディスプレイを用いる場合とは異なる周波数のノ
イズが発生するようになるので、新たなノイズ干渉が生じるおそれがある。
【０００４】
　液晶ディスプレイのノイズ対策として、フレーム周波数を低くすることがある。つまり
、フレーム周波数を変えることによって、問題のノイズ周期を避けるようにする。
【０００５】
　しかし、フレーム周波数を低くすると、描画の更新が遅くなるなどの別の問題を招くこ
とがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２５８４８５号公報
【特許文献２】特開平１１－２０２２８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、一側面では、液晶ディスプレイの駆動によるノイズが受信電波に干渉
することを抑制することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様の表示装置は、受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにお
いて極性反転させる画素のグルーピングを選択する選択部と、選択されたグルーピングに
従って液晶ディスプレイの画素を極性反転させるように液晶ディスプレイの駆動方式を切
り替える切替部とを有する。
【発明の効果】
【０００９】
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　一側面においては、液晶ディスプレイの駆動によるノイズが受信電波に干渉することを
抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、チャネルテーブルの例を示す図である。
【図２】図２は、周波数テーブルの例を示す図である。
【図３】図３は、画素反転方式の概要を示す図である。
【図４】図４は、１行３列グループ反転方式の概要を示す図である。
【図５】図５は、行方向のグルーピングを切り替える例を示す図である。
【図６】図６は、ノイズの周期が変化する様子を示す図である。
【図７】図７は、携帯端末装置のハードウエア構成例を示す図である。
【図８】図８は、テレビアプリケーションの呼び出しを含む動作例を示す図である。
【図９】図９は、携帯端末装置の機能ブロック例を示す図である。
【図１０】図１０は、実施の形態１に係るＬＣＤ（Liquid Crystal Display：液晶ディス
プレイ）駆動方式テーブルの例を示す図である。
【図１１】図１１は、テレビアプリケーション処理フローを示す図である。
【図１２】図１２は、テレビアプリケーション処理フローを示す図である。
【図１３】図１３は、実施の形態２に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す図である。
【図１４】図１４は、４行３列グループ反転方式の概要を示す図である。
【図１５】図１５は、列方向のグルーピングを切り替える例を示す図である。
【図１６】図１６は、ノイズの周期が変化する様子を示す図である。
【図１７】図１７は、実施の形態３に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す図である。
【図１８】図１８は、実施の形態４に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す図である。
【図１９】図１９は、行方向及び列方向のグルーピングを切り替える例を示す図である。
【図２０】図２０は、実施の形態５に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す図である。
【図２１】図２１は、実施の形態６に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［実施の形態１］
　本実施の形態では、デジタルテレビ放送に係る受信電波に対する液晶ディスプレイによ
るノイズ干渉を避ける例について説明する。例えば、高解像度の液晶ディスプレイを用い
ることによって周波数３５０ＭＨｚのノイズが発生すると、７００ＭＨｚの受信電波と干
渉することが想定される。
【００１２】
　まず、デジタルテレビ放送におけるチャネルと周波数との関係等について説明する。デ
ジタルテレビ放送では、リモコン番号と物理チャネル番号とが対応している。図１に、リ
モコン番号に物理チャネル番号を対応付けるチャネルテーブルの例を示す。チャネルテー
ブルには、リモコン番号毎にレコードが設けられている。各レコードで、当該リモコン番
号に物理チャネル番号が対応付けられている。リモコン番号は、ユーザ操作において放送
局を識別するために用いられる。
【００１３】
　この例で、第１レコードは、リモコン番号の「１」に対して、物理チャネル番号の「２
７」が対応付けられていることを示している。同様に、第２レコードは、リモコン番号の
「２」に対して、物理チャネル番号の「２６」が対応付けられていることを示している。
同様に、第３レコードは、リモコン番号の「３」に対して、物理チャネル番号の「１８」
が対応付けられていることを示している。尚、リモコン番号と物理チャネル番号との対応
関係は、地域によって異なる。
【００１４】
　物理チャネル番号には、周波数が割り当てられている。図２に、周波数テーブルの例を
示す。周波数テーブルは、物理チャネル番号毎にレコードを有している。各レコードで、
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物理チャネル番号に周波数範囲、映像周波数及び音声周波数が対応付けられている。
【００１５】
　この例で、第１レコードは、物理チャネル番号の「１３」に、周波数範囲として「４７
０ＭＨｚから４７６ＭＨｚまで」が対応付けられている。更に、第１レコードは、物理チ
ャネル番号の「１３」に、映像周波数として「４７１．２５ＭＨｚ」が割り当てられ、音
声周波数として「４７５．７５ＭＨｚ」が割り当てられていることを示している。
【００１６】
　同様に、第２レコードは、物理チャネル番号の「１４」に、周波数範囲として「４７６
ＭＨｚから４８２ＭＨｚまで」が対応付けられている。更に、第２レコードは、物理チャ
ネル番号の「１４」に、映像周波数として「４７７．２５ＭＨｚ」が割り当てられ、音声
周波数として「４８１．７５ＭＨｚ」が割り当てられていることを示している。
【００１７】
　同様に、第３レコードは、物理チャネル番号の「１５」に、周波数範囲として「４８２
ＭＨｚから４８８ＭＨｚまで」が対応付けられている。更に、第３レコードは、物理チャ
ネル番号の「１５」に、映像周波数として「４８３．２５ＭＨｚ」が割り当てられ、音声
周波数として「４８７．７５ＭＨｚ」が割り当てられていることを示している。
【００１８】
　同様に、第４レコードは、物理チャネル番号の「１６」に、周波数範囲として「４８８
ＭＨｚから４９４ＭＨｚまで」が対応付けられている。更に、第４レコードは、物理チャ
ネル番号の「１６」に、映像周波数として「４８９．２５ＭＨｚ」が割り当てられ、音声
周波数として「４９３．７５ＭＨｚ」が割り当てられていることを示している。以上で、
デジタルテレビ放送におけるチャネルと周波数との関係等についての説明を終える。
【００１９】
　続いて、ＬＣＤの駆動方式について説明する。本実施の形態では、ＬＣＤの駆動方式と
して画素反転方式と１行３列グループ反転方式とを用いる。
【００２０】
　まず、図３を用いて、画素反転方式の概要について説明する。ＬＣＤの画素群３０１は
、格子状に配置されている。この図で、各画素には、あるフレームで印加される映像信号
の極性が模式的に示されている。画素に相当する位置には、薄膜トランジスタが設けられ
ている。信号電極駆動回路３０３は、各画素に印加される映像信号を発生させる。信号電
極駆動回路３０３から列方向に、映像信号線が配置されている。走査電極駆動回路３０５
は、行を選択するための走査信号を発生させる。走査電極駆動回路３０５から行方向に、
走査信号線が配置されている。ＬＣＤ制御回路３０７は、信号電極駆動回路３０３と走査
電極駆動回路３０５とを制御する。これらの構成については、他の駆動方式においても同
様である。
【００２１】
　画素反転方式は、行方向につき、１つの画素ずつ極性が逆になっている。列方向につい
ても、１つの画素ずつ極性が逆になっている。尚、次のフレームでは、各画素の極性が反
転する。
【００２２】
　後述する他のＬＣＤ駆動方式も含め、いろいろな反転方式が検討されている理由は、主
にフリッカーに対処するためである。従って、周辺回路への影響はあまり考慮されていな
い。例えば設置型のテレビ受像装置のように大きな機器においてＬＣＤを用いる場合には
、ノイズを発生させる箇所を被覆するなど構造的に解決することが比較的に容易である。
しかし、スマートフォンのように小さな機器の場合には、ノイズの発生源となるＬＣＤと
ノイズの影響を受け易いテレビ放送受信回路の位置が近く、構造的に解決することは困難
な場合が多い。
【００２３】
　続いて、図４を用いて、１行３列グループ反転方式の概要について説明する。１行３列
グループ反転方式は、行方向につき３つの画素毎に極性が逆になっている。列方向につい
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ては、１つの画素ずつ極性が逆になっている。つまり、１行３列の画素グループが同じ極
性となっている。画素反転方式と同様に、次のフレームでは、各画素の極性が反転する。
【００２４】
　画素反転方式から１行３列グループ反転方式へ切り替える場合について説明する。行方
向のグルーピングに着目すると、図５に示すように、切り替え前における正極の隣接範囲
５０１に含まれる画素の数は１つであるのに対して、切り替え後における正極の隣接範囲
５０３に含まれる画素の数は３つになる。同様に、切り替え前における負極の隣接範囲５
０５に含まれる画素の数は１つであるのに対して、切り替え後における負極の隣接範囲５
０７に含まれる画素の数は３つになる。
【００２５】
　その結果、例えば図６に示すように、あるノイズ成分の周期が変化すると想定される。
この例で、画素反転方式における当該ノイズ成分の周期がＴａであったとすると、１行３
列グループ反転方式に切り替わると当該ノイズ成分の周期は３Ｔａに変わる。つまり、画
素反転方式から１行３列グループ反転方式へと駆動方式を切り替えると周波数が１／３に
なる。
【００２６】
　本実施の形態では、このようにＬＣＤの駆動方式を切り替えることによってノイズの周
波数が変わることを利用する。以上で、ＬＣＤの駆動方式についての説明を終える。
【００２７】
　続いて、携帯端末装置７００のハードウエア構成について説明する。図７に、携帯端末
装置７００のハードウエア構成例を示す。携帯端末装置７００は、ＣＰＵ７０１、記憶回
路７０３、無線通信用アンテナ７１１、無線通信制御回路７１３、スピーカ制御回路７１
５、スピーカ７１７、マイク制御回路７１９、マイク７２１、ＬＣＤ制御回路７２３、Ｌ
ＣＤ７２５、タッチパッド７２７、キー群７２９、テレビ放送受信回路７３１及びテレビ
放送用アンテナ７３７を有している。携帯端末装置７００は、本実施の形態に係る表示装
置の例である。
【００２８】
　ＣＰＵ７０１は、モデムＣＰＵ（Central Processing Unit）とアプリケーションＣＰ
Ｕからなることもある。記憶回路７０３は、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）７０５
とＲＡＭ（Random Access Memory）７０７とフラッシュメモリ７０９とを有している。Ｒ
ＯＭ７０５は、例えば、オペレーティングシステムなどのプログラムや予め設定されてい
るデータを格納している。ＲＡＭ７０７は、例えば、テレビアプリケーションなどのプロ
グラムを展開する領域を含んでいる。ＲＡＭ７０７は、一時的なデータを格納する領域も
含んでいる。フラッシュメモリ７０９は、例えば、テレビアプリケーションなどのプログ
ラムや保持すべきデータを格納している。
【００２９】
　ＬＣＤ制御回路７２３は、指定された動作周波数でクロック回路を動作させ、ＬＣＤ７
２５を駆動させる。ＬＣＤ７２５は、例えば、デジタルテレビ放送の映像を表示する。タ
ッチパッド７２７は、例えば、ＬＣＤ７２５の表示画面上に配置されたパネル状のセンサ
であり、タッチ操作による指示を受け付ける。具体的には、ＬＣＤ７２５とタッチパッド
７２７とを一体としたタッチパネルとして用いられる。タッチパッド７２７へのタッチ操
作によって、チャネル変更指示などのイベントが発生する。キー群７２９の各ハードキー
は、筐体の一部に設けられている。
【００３０】
　無線通信用アンテナ７１１は、例えば、セルラー方式、無線ＬＡＮ方式、近距離通信方
式などによる無線電波を受信する。無線通信制御回路７１３は、各方式における使用周波
数に応じて無線通信の制御を行う。無線通信の制御により、例えば電話の音声通信やメー
ルのデータ通信が行われる。
【００３１】
　スピーカ制御回路７１５は、音データに関するデジタル／アナログ変換を行う。スピー
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カ７１７は、アナログデータを音として出力する。スピーカ７１７は、例えばデジタルテ
レビ放送の音を出力する。マイク制御回路７１９は、音データに関するアナログ／デジタ
ル変換を行う。マイク７２１は、音をアナログデータに変換する。
【００３２】
　テレビ放送受信回路７３１は、テレビ放送用アンテナ７３７を介してデジタル放送波を
受信し、受信したデジタル放送のチャネルで伝送されているコンテンツを抽出する。テレ
ビ放送受信回路７３１は、チャネルを選択するためのチューナ、復調を行うための復調部
及びデコードを行うデコーダなどを有している。また、テレビ放送受信回路７３１は、ワ
ンセグ放送を受信するためのワンセブ放送受信回路７３３とフルセグ放送を受信するため
のフルセグ放送受信回路７３５とを含んでいる。ワンセブ放送受信回路７３３は、ワンセ
グ放送のために割り当てられた１つのセグメントに含まれるデータから低画質の映像によ
るコンテンツを抽出する。フルセグ放送受信回路７３５は、フルセグ放送のために割り当
てられた複数のセグメントに含まれるデータから高画質の映像によるコンテンツを抽出す
る。ワンセグ放送から抽出されたコンテンツのデータ量は、フルセグ放送から抽出された
コンテンツのデータ量に比べて小さい。一般的に、ワンセブ放送受信回路７３３における
処理は、フルセグ放送受信回路７３５における処理に比べてノイズに対する耐性が高い。
以上で、携帯端末装置７００のハードウエア構成についての説明を終える。
【００３３】
　続いて、携帯端末装置７００の動作例について説明する。図８に、テレビアプリケーシ
ョンの呼び出しを含む動作例を示す。キー群７２９に含まれる電源キーがＯＮされると（
Ｓ８０１）、電源から電力が供給されて、ＣＰＵ７０１が起動する（Ｓ８０３）。
【００３４】
　また、初期値に従ってＬＣＤ７２５が駆動する（Ｓ８０５）。初期値には、駆動方式の
指定が含まれる。そして、ＬＣＤ７２５の表示が開始する（Ｓ８０７）。例えば、待ち受
け画面を表示させる（Ｓ８０９）。待ち受け画面におけるユーザ操作によって、テレビア
プリケーションが呼び出される（Ｓ８１１）。そして、テレビアプリケーションプログラ
ムが起動する（Ｓ８１３）。テレビアプリケーション処理については、後述する。ユーザ
操作によって、テレビアプリケーションの終了が指示されると、テレビアプリケーション
プログラムによる処理は終了する（Ｓ８１５）。そして、電源キーがＯＦＦされると（Ｓ
８１７）、ＣＰＵ７０１は停止し、電源からの電力の供給は停止する。以上で、携帯端末
装置７００の動作例についての説明を終える。
【００３５】
　次に、図９を用いて、テレビアプリケーションプログラムに関わる携帯端末装置７００
の機能ブロックについて説明する。携帯端末装置７００は、オペレーティングシステム９
０１、テレビドライバ９０３、ＬＣＤドライバ９０５、スピーカドライバ９０７及びテレ
ビアプリケーション部９１１を有している。オペレーティングシステム９０１は、ユーザ
操作によるイベントを生じさせる。また、オペレーティングシステム９０１は、テレビア
プリケーション部９１１と各ドライバとの間を仲介する。テレビドライバ９０３は、テレ
ビ放送受信回路７３１を制御するソフトウエアである。ＬＣＤドライバ９０５は、ＬＣＤ
制御回路７２３を制御するソフトウエアである。スピーカドライバ９０７は、スピーカ制
御回路７１５を制御するソフトウエアである。
【００３６】
　テレビアプリケーション部９１１は、受付部９１３、取得部９１５、記憶部９１７、格
納部９１９、選択部９２１、切替部９２３及び出力部９２５を有している。
【００３７】
　受付部９１３、取得部９１５、記憶部９１７、格納部９１９、選択部９２１、切替部９
２３及び出力部９２５は、例えば図７に示したハードウエア資源によって実現される。ま
た、受付部９１３、取得部９１５、選択部９２１、切替部９２３及び出力部９２５は、当
該モジュールの処理の一部又は全部を、記憶回路７０３にロードされたプログラムをＣＰ
Ｕ７０１で順次実行することにより実現するようにしてもよい。
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【００３８】
　受付部９１３は、オペレーティングシステム９０１からイベントを受け付ける。取得部
９１５は、テレビドライバ９０３及びＬＣＤドライバ９０５からデータを取得する。記憶
部９１７は、一時的なデータを記憶する。
【００３９】
　格納部９１９は、例えば図１に示したチャネルテーブル及び図２に示した周波数テーブ
ルなどのデータを格納している。また、格納部９１９は、ＬＣＤ駆動方式テーブルも格納
している。ＬＣＤ駆動方式テーブルは、物理チャネル番号の各々に当該物理チャネルに適
したＬＣＤ駆動方式を対応付けている。つまり、当該物理チャネル番号によって特定され
る周波数範囲に対して干渉を起こさないようにＬＣＤ７２５を駆動させる方式が設定され
ている。
【００４０】
　図１０に、実施の形態１に係るＬＣＤ駆動方式テーブルの例を示す。ＬＣＤ駆動方式テ
ーブルは、物理チャネル番号毎のレコードを有している。レコードは、物理チャネル番号
が設定されているフィールドと、ＬＣＤ駆動方式が設定されているフィールドとを含んで
いる。
【００４１】
　この例の第１レコードでは、物理チャネル番号「１３」のチャネルに適したＬＣＤ駆動
方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第２レコードでは、物理チャネル
番号「１４」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「１行３列グループ反転方式」が
設定されている。同じく第３レコードでは、物理チャネル番号「１５」のチャネルに適し
たＬＣＤ駆動方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第４レコードでは、
物理チャネル番号「１６」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「１行３列グループ
反転方式」が設定されている。
【００４２】
　図９の説明に戻って、選択部９２１は、受信しようとするチャネルに適したＬＣＤ駆動
方式を選択する。切替部９２３は、ＬＣＤ７２５における駆動方式を切り替える。出力部
９２５は、映像の出力と音の出力を制御する。以上で、テレビアプリケーションプログラ
ムに関わる携帯端末装置７００の機能ブロックについての説明を終える。
【００４３】
　次に、テレビアプリケーション部９１１における処理について説明する。図１１に、テ
レビアプリケーション処理フローを示す。出力部９２５は、ＬＣＤ７２５に黒画面（全面
が黒い画面）を表示させる（Ｓ１１０１）。具体的には、オペレーティングシステム９０
１を介してＬＣＤドライバ９０５へ黒画面を表示するように指示する。このように画面を
暗転させるのは、ノイズの影響によって乱れた映像を表示させないためである。
【００４４】
　取得部９１５は、アプリケーションプログラム起動時のＬＣＤ駆動方式を取得する（Ｓ
１１０３）。具体的には、取得部９１５は、オペレーティングシステム９０１を介してＬ
ＣＤドライバ９０５から現時点のＬＣＤ駆動方式を取得する。取得部９１５は、アプリケ
ーションプログラム起動時のＬＣＤ駆動方式を記憶部９１７に記憶させる（Ｓ１１０５）
。テレビアプリケーション処理を終えるときに、テレビアプリケーション部９１１は、こ
のとき記憶されたＬＣＤ駆動方式に戻すようにする。
【００４５】
　取得部９１５は、オペレーティングシステム９０１を介してテレビドライバ９０３から
、現在設定されているチャネル情報を取得する（Ｓ１１０７）。チャネル情報は、例えば
物理チャネル番号である。あるいは、チャネル情報はリモコン番号であってもよい。また
、現在設定されているチャネル情報が記憶部９１７に記憶されている場合には、取得部９
１５が記憶部９１７からチャネル情報を読むようにしてもよい。
【００４６】
　選択部９２１は、取得したチャネル情報に基づいて、当該チャネルに適したＬＣＤ駆動
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方式を選択する（Ｓ１１０９）。当該チャネルに適したＬＣＤ駆動方式とは、実質的には
当該チャネルで使用する周波数に適したＬＣＤ駆動方式を意味する。この例では、ＬＣＤ
駆動方式テーブル（図１０）から物理チャネル番号に対応するＬＣＤ駆動方式を特定する
。Ｓ１１０７でリモコン番号を取得した場合には、チャネルテーブル（図１）に基づいて
リモコン番号に対応する物理チャネル番号を特定してから、ＬＣＤ駆動方式を特定する。
【００４７】
　切替部９２３は、選択されたＬＣＤ駆動方式が現在のＬＣＤ駆動方式と一致するか否か
を判定する（Ｓ１１１１）。選択されたＬＣＤ駆動方式が現在のＬＣＤ駆動方式と一致し
ないと判定した場合には、切替部９２３は、選択されたＬＣＤ駆動方式に切り替える（Ｓ
１１１３）。具体的には、切替部９２３は、オペレーティングシステム９０１を介してＬ
ＣＤドライバ９０５へＬＣＤ駆動方式に切り替えるように指示する。一方、選択されたＬ
ＣＤ駆動方式が現在のＬＣＤ駆動方式と一致すると判定した場合には、処理はＳ１１１５
に移行する。
【００４８】
　出力部９２５は、テレビコンテンツの映像をＬＣＤ７２５に表示させ、テレビコンテン
ツの音をスピーカ７１７から出力させる（Ｓ１１１５）。具体的には、出力部９２５は、
オペレーティングシステム９０１を介してＬＣＤドライバ９０５へテレビコンテンツの映
像を表示するように指示し、オペレーティングシステム９０１を介してスピーカドライバ
９０７へテレビコンテンツの音を出力するように指示する。テレビコンテンツの映像の表
示と、テレビコンテンツの音の出力については、従来の処理と同様である。
【００４９】
　このようにしてテレビコンテンツが出力される。そして、端子Ａを介して図１２に示す
次の処理へ移る。
【００５０】
　受付部９１３は、イベント発生を待つ（Ｓ１２０１）。ユーザ操作によってイベントが
発生すると、そのイベントがオペレーティングシステム９０１からテレビアプリケーショ
ン部９１１の受付部９１３へ通知される。
【００５１】
　イベントが発生すると、受付部９１３は、当該イベントがテレビアプリケーションの終
了指示であるか否かを判定する（Ｓ１２０３）。当該イベントがテレビアプリケーション
の終了指示でないと判定した場合には、更に、受付部９１３は、当該イベントがチャネル
変更指示であるか否かを判定する（Ｓ１２０５）。当該イベントがチャネル変更指示でな
いと判定した場合には、Ｓ１２０１に戻って、上述の処理を繰り返す。
【００５２】
　一方、当該イベントがチャネル変更指示であると判定した場合には、選択部９２１は、
変更指示されたチャネル情報を特定する（Ｓ１２０７）。例えば、選択部９２１は、当該
イベントに対応するリモコン番号を特定し、更にチャネルテーブル（図１）に基づいてリ
モコン番号に対応する物理チャネル番号を特定する。
【００５３】
　選択部９２１は、Ｓ１１０９の場合と同様に、変更指示されたチャネル情報に基づいて
ＬＣＤ駆動方式を選択する（Ｓ１２０９）。切替部９２３は、選択されたＬＣＤ駆動方式
が現在のＬＣＤ駆動方式と一致するか否かを判定する（Ｓ１２１１）。選択されたＬＣＤ
駆動方式が現在のＬＣＤ駆動方式と一致すると判定した場合には、切替部９２３はＬＣＤ
駆動方式を切り替えない。従って、Ｓ１２０１の処理に戻って、上述の処理を繰り返す。
【００５４】
　一方、選択されたＬＣＤ駆動方式が現在のＬＣＤ駆動方式と一致しないと判定した場合
には、切替部９２３は、Ｓ１１１３の場合と同様に、選択されたＬＣＤ駆動方式に切り替
える（Ｓ１２１３）。
【００５５】
　Ｓ１２０３についての説明に戻って、Ｓ１２０１で発生したイベントがテレビアプリケ
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ーションの終了指示であると判定した場合には、切替部９２３は、当初のＬＣＤ駆動方式
に戻す処理を行う。具体的には、切替部９２３は、テレビアプリケーション起動時のＬＣ
Ｄ駆動方式を記憶部９１７から読み、そのＬＣＤ駆動方式に切り替える（Ｓ１２１５）。
Ｓ１１１３及びＳ１２１３の場合と同様に、切替部９２３は、オペレーティングシステム
９０１を介してＬＣＤドライバ９０５に対してＬＣＤ駆動方式を切り替えるように指示す
る。
【００５６】
　そして、出力部９２５は、映像の表示を停止させ、音の出力も停止させる（Ｓ１２１７
）。具体的には、出力部９２５は、オペレーティングシステム９０１を介してＬＣＤドラ
イバ９０５へテレビコンテンツの映像の表示を停止するように指示し、オペレーティング
システム９０１を介してスピーカドライバ９０７へテレビコンテンツの音の出力を停止す
るように指示する。
【００５７】
　本実施の形態によれば、受信しようとするチャネルに適したＬＣＤ駆動方式でＬＣＤを
駆動させるようにするので、ＬＣＤ駆動によるノイズが受信電波に干渉することを抑制で
きる。
【００５８】
　例えば行方向に着目したグルーピングの切り替えによって、ＬＣＤ駆動によるノイズが
受信電波に干渉することを抑制できる。
【００５９】
　また、切り替えられる複数のＬＣＤ駆動方式のうち、一方のＬＣＤ駆動方式における使
用電力が比較的に少なければ、他方のＬＣＤ駆動方式を専ら使用する場合に比べて、電力
の消費が抑制されるようになる。
【００６０】
［実施の形態２］
　実施の形態１では、チャネルに対応するＬＣＤ駆動方式を選択することによって、間接
的に受信電波の周波数に対応するＬＣＤ駆動方式を選択する例を示したが、本実施の形態
では、受信電波の周波数に対応するＬＣＤ駆動方式を直接的に選択する例について説明す
る。
【００６１】
　本実施の形態では、図１０に示したＬＣＤ駆動方式テーブルに替えて、受信電波の周波
数にＬＣＤ駆動方式を対応付けたテーブルを用いる。図１３に、実施の形態２に係るＬＣ
Ｄ駆動方式テーブルの例を示す。実施の形態２に係るＬＣＤ駆動方式テーブルは、周波数
範囲毎のレコードを有している。レコードは、周波数範囲が設定されているフィールドと
、ＬＣＤ駆動方式が設定されているフィールドとを含んでいる。
【００６２】
　この例の第１レコードでは、周波数範囲「４７０ＭＨｚから４７６ＭＨｚまで」の受信
電波に適したＬＣＤ駆動方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第２レコ
ードでは、周波数範囲「４７６ＭＨｚから４８２ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ
駆動方式として「１行３列グループ反転方式」が設定されている。同じく第３レコードで
は、周波数範囲「４８２ＭＨｚから４８８ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ駆動方
式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第４レコードでは、周波数範囲「４
８８ＭＨｚから４９４ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ駆動方式として「１行３列
グループ反転方式」が設定されている。
【００６３】
　続いて、本実施の形態における処理について説明する。Ｓ１１０９及びＳ１２０９にお
いて、選択部９２１は、例えば周波数テーブル（図２）に従ってチャネル情報に対応する
周波数範囲を特定する。選択部９２１は、更に図１３に示したＬＣＤ駆動方式テーブルに
従って周波数範囲に対応するＬＣＤ駆動方式を選択する。
【００６４】
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　また、Ｓ１１０７において、取得部９１５はチャネル情報に替えて周波数範囲を取得す
るようにしてもよい。更に、Ｓ１２０７において、選択部９２１が、Ｓ１２０１で発生し
たイベントに対応する周波数範囲を特定するようにしてもよい。
【００６５】
　本実施の形態によれば、受信しようとする電波の周波数に適したＬＣＤ駆動方式でＬＣ
Ｄを駆動させるようにするので、ＬＣＤ駆動によるノイズが受信電波に干渉することを抑
制できる。
【００６６】
［実施の形態３］
　実施の形態１及び２では、行方向に着目したグルーピングの切り替え例を前提としたが
、実施の形態３及び４では、列方向に着目したグルーピングの切り替え例について説明す
る。
【００６７】
　本実施の形態では、ＬＣＤの駆動方式として１行３列グループ反転方式と４行３列グル
ープ反転方式とを用いる。
【００６８】
　図１４に従って、４行３列グループ反転方式の概要について説明する。４行３列グルー
プ反転方式は、行方向につき３つの画素毎に極性が逆になっている。列方向につき４つの
画素毎に極性が逆になっている。つまり、４行３列の画素グループが同じ極性となってい
る。画素反転方式と同様に、次のフレームでは、各画素の極性が反転する。
【００６９】
　１行３列グループ反転方式から４行３列グループ反転方式へ切り替える場合について説
明する。列方向のグルーピングに着目すると、図１５に示すように、切り替え前における
正極の隣接範囲１５０１に含まれる画素の数は１つであるのに対して、切り替え後におけ
る正極の隣接範囲１５０３に含まれる画素の数は４つになる。同様に、切り替え前におけ
る負極の隣接範囲１５０５に含まれる画素の数は１つであるのに対して、切り替え後にお
ける負極の隣接範囲１５０７に含まれる画素の数は４つになる。
【００７０】
　その結果、例えば図１６に示すように、あるノイズ成分の周期が変化すると想定される
。この例で、１行３列グループ反転方式における当該ノイズ成分の周期がＴｂであったと
すると、４行３列グループ反転方式に切り替わると当該ノイズ成分の周期は４Ｔｂに変わ
る。つまり、１行３列グループ反転方式から４行３列グループ反転方式へと駆動方式を切
り替えると周波数が１／４になる。
【００７１】
　このように、列方向に着目したグルーピングの切り替えによってもノイズの周波数は変
動する。
【００７２】
　本実施の形態では、実施の形態１で用いたＬＣＤ駆動方式テーブル（図１０）に替えて
、図１７に示したＬＣＤ駆動方式テーブルを用いる。
【００７３】
　この例の第１レコードでは、物理チャネル番号「１３」のチャネルに適したＬＣＤ駆動
方式として「１行３列グループ反転方式」が設定されている。同じく第２レコードでは、
物理チャネル番号「１４」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「４行３列グループ
反転方式」が設定されている。同じく第３レコードでは、物理チャネル番号「１５」のチ
ャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「１行３列グループ反転方式」が設定されている。
同じく第４レコードでは、物理チャネル番号「１６」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式
として「４行３列グループ反転方式」が設定されている。
【００７４】
　ＬＣＤ駆動方式テーブルが異なる点を除き、その他の処理については実施の形態１と同
様である。
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【００７５】
　本実施の形態よれば、列方向に着目したグルーピングの切り替えによっても、ＬＣＤ駆
動によるノイズが受信電波に干渉することを抑制できる。
【００７６】
［実施の形態４］
　本実施の形態では、実施の形態３に基づいて、実施の形態２と同様に受信電波の周波数
に対応するＬＣＤ駆動方式を直接的に選択する例について説明する。
【００７７】
　実施の形態２で用いた図１３に替えて、図１８に示すＬＣＤ駆動方式テーブルを用いる
。ＬＣＤ駆動方式テーブルの構成は、図１３と同様である。
【００７８】
　この例の第１レコードでは、周波数範囲「４７０ＭＨｚから４７６ＭＨｚまで」の受信
電波に適したＬＣＤ駆動方式として「１行３列グループ反転方式」が設定されている。同
じく第２レコードでは、周波数範囲「４７６ＭＨｚから４８２ＭＨｚまで」の受信電波に
適したＬＣＤ駆動方式として「４行３列グループ反転方式」が設定されている。同じく第
３レコードでは、周波数範囲「４８２ＭＨｚから４８８ＭＨｚまで」の受信電波に適した
ＬＣＤ駆動方式として「１行３列グループ反転方式」が設定されている。同じく第４レコ
ードでは、周波数範囲「４８８ＭＨｚから４９４ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ
駆動方式として「４行３列グループ反転方式」が設定されている。
【００７９】
　ＬＣＤ駆動方式テーブルが異なる点を除き、その他の処理については実施の形態２と同
様である。
【００８０】
　本実施の形態によれば、実施の形態２と同様に、受信しようとする電波の周波数に適し
たＬＣＤ駆動方式でＬＣＤを駆動させるようにするので、ＬＣＤ駆動によるノイズが受信
電波に干渉することを抑制できる。
【００８１】
　また、実施の形態３と同様に、列方向に着目したグルーピングの切り替えによっても、
ＬＣＤ駆動によるノイズが受信電波に干渉することを抑制できる。
【００８２】
［実施の形態５］
　実施の形態５及び６では、行方向及び列方向に着目したグルーピングの切り替え例につ
いて説明する。
【００８３】
　本実施の形態では、ＬＣＤの駆動方式として画素反転方式と４行３列グループ反転方式
とを用いる。
【００８４】
　画素反転方式から４行３列グループ反転方式へ切り替える場合について説明する。図１
９に示すように、行方向のグルーピングに着目すると、図５の場合と同様に正極の隣接範
囲に含まれる画素の数が１つから３つに変わる。また、列方向のグルーピングに着目する
と、図１５の場合と同様に正極の隣接範囲に含まれる画素の数が１つから４つに変わる。
【００８５】
　図１９には示していないが、負極の隣接範囲についても正極の隣接範囲の場合と同様で
ある。
【００８６】
　従って、実施の形態１と同様に、あるノイズ成分については、その周波数が１／３にな
り、実施の形態２と同様に、別のノイズ成分については、その周波数が１／４になると考
えられる。
【００８７】
　このように、行方向および列方向に対してグループを構成する要素数が変わると、多く
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のノイズ成分についてその周波数が複雑に変動する。
【００８８】
　本実施の形態では、図２０に示したＬＣＤ駆動方式テーブルを用いる。
【００８９】
　この例の第１レコードでは、物理チャネル番号「１３」のチャネルに適したＬＣＤ駆動
方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第２レコードでは、物理チャネル
番号「１４」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「４行３列グループ反転方式」が
設定されている。同じく第３レコードでは、物理チャネル番号「１５」のチャネルに適し
たＬＣＤ駆動方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第４レコードでは、
物理チャネル番号「１６」のチャネルに適したＬＣＤ駆動方式として「４行３列グループ
反転方式」が設定されている。
【００９０】
　ＬＣＤ駆動方式テーブルが異なる点を除き、その他の処理については実施の形態１及び
３と同様である。
【００９１】
　本実施の形態によれば、行方向及び列方向に着目したグルーピングの切り替えによって
も、ＬＣＤ駆動によるノイズが受信電波に干渉することを抑制できる。
【００９２】
［実施の形態６］
　本実施の形態では、実施の形態５に基づいて、実施の形態２及び４と同様に受信電波の
周波数に対応するＬＣＤ駆動方式を直接的に選択する例について説明する。
【００９３】
　本実施の形態では、実施の形態２で用いた図１３及び実施の形態４で用いた図１８に替
えて、図２１に示すＬＣＤ駆動方式テーブルを用いる。ＬＣＤ駆動方式テーブルの構成は
、図１３及び図１８と同様である。
【００９４】
　この例の第１レコードでは、周波数範囲「４７０ＭＨｚから４７６ＭＨｚまで」の受信
電波に適したＬＣＤ駆動方式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第２レコ
ードでは、周波数範囲「４７６ＭＨｚから４８２ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ
駆動方式として「４行３列グループ反転方式」が設定されている。同じく第３レコードで
は、周波数範囲「４８２ＭＨｚから４８８ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ駆動方
式として「画素反転方式」が設定されている。同じく第４レコードでは、周波数範囲「４
８８ＭＨｚから４９４ＭＨｚまで」の受信電波に適したＬＣＤ駆動方式として「４行３列
グループ反転方式」が設定されている。
【００９５】
　ＬＣＤ駆動方式テーブルが異なる点を除き、その他の処理については実施の形態２及び
４と同様である。
【００９６】
　本実施の形態によれば、実施の形態２及び４と同様に、受信しようとする電波の周波数
に適したＬＣＤ駆動方式でＬＣＤを駆動させるようにするので、ＬＣＤ駆動によるノイズ
が受信電波に干渉することを抑制できる。
【００９７】
　また、実施の形態５と同様に、行方向及び列方向に着目したグルーピングの切り替えに
よっても、ＬＣＤ駆動によるノイズが受信電波に干渉することを抑制できる。
【００９８】
　尚、デジタルテレビ放送の種別は、ワンセグ放送でもよいし、いわゆるフルセグ放送の
ように複数のセグメントのデータを用いる放送でもよい。
【００９９】
　上述の例では、デジタル放送の例について説明したが、対象となる放送はアナログ放送
であってもよい。
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【０１００】
　上述の例では、テレビ放送の例について説明したが、対象となる放送はラジオ放送又は
データ放送であってもよい。
【０１０１】
　上述の例では、放送の例について説明したが、通信に係る受信電波に対するノイズ干渉
に対処するようにしてもよい。
【０１０２】
　上述の実施の形態に係る表示装置は、携帯される態様に限らず、固定される態様のもの
であってもよい。
【０１０３】
　以上本発明の実施の形態を説明したが、本発明はこれに限定されるものではない。例え
ば、上述の機能ブロック構成は実際のプログラムモジュール構成に一致しない場合もある
。
【０１０４】
　また、上で説明した各記憶領域の構成は一例であって、上記のような構成でなければな
らないわけではない。さらに、処理フローにおいても、処理結果が変わらなければ処理の
順番を入れ替えることも可能である。さらに、並列に実行させるようにしても良い。
【０１０５】
　以上述べた実施の形態をまとめると、以下のようになる。
【０１０６】
　一態様の表示装置は、受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにお
いて極性反転させる画素のグルーピングを選択する選択部と、選択されたグルーピングに
従って液晶ディスプレイの画素を極性反転させるように液晶ディスプレイの駆動方式を切
り替える切替部とを有する。
【０１０７】
　このようにすれば、液晶ディスプレイの駆動によるノイズが受信電波に干渉することを
抑制できる。
【０１０８】
　なお、上で述べた表示装置における処理をプロセッサに行わせるためのプログラムを作
成することができ、当該プログラムは、例えばフレキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、光
磁気ディスク、半導体メモリ、ハードディスク等のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体
又は記憶装置に格納されるようにしてもよい。尚、中間的な処理結果は、一般的にメイン
メモリ等の記憶装置に一時保管される。
【０１０９】
　以上の実施例を含む実施形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０１１０】
（付記１）
　受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにおいて極性反転させる画
素のグルーピングを選択する選択部と、
　選択された前記グルーピングに従って前記液晶ディスプレイの前記画素を極性反転させ
るように前記液晶ディスプレイの駆動方式を切り替える切替部と
　を有する表示装置。
【０１１１】
（付記２）
　受信電波のチャネル又は周波数に応じて、液晶ディスプレイにおいて極性反転させる画
素のグルーピングを選択し、
　選択された前記グルーピングに従って前記液晶ディスプレイの前記画素を極性反転させ
るように前記液晶ディスプレイの駆動方式を切り替える
　処理を、プロセッサに実行させるためのプログラム。
【符号の説明】
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【０１１２】
　　３０１　画素群　　３０３　信号電極駆動回路
　　３０５　走査電極駆動回路　　３０７　ＬＣＤ制御回路
　　５０１　正極の隣接範囲　　５０３　正極の隣接範囲
　　５０５　負極の隣接範囲　　５０７　負極の隣接範囲
　　７００　携帯端末装置　　７０１　ＣＰＵ
　　７０３　記憶回路　　７０５　ＲＯＭ
　　７０７　ＲＡＭ　　７０９　フラッシュメモリ
　　７１１　無線通信用アンテナ　　７１３　無線通信制御回路
　　７１５　スピーカ制御回路　　７１７　スピーカ
　　７１９　マイク制御回路　　７２１　マイク
　　７２３　ＬＣＤ制御回路　　７２５　ＬＣＤ
　　７２７　タッチパッド　　７２９　キー群
　　７３１　テレビ放送受信回路　　７３３　ワンセグ放送受信回路
　　７３５　フルセグ放送受信回路　　７３７　テレビ放送用アンテナ
　　９０１　オペレーティングシステム　　９０３　テレビドライバ
　　９０５　ＬＣＤドライバ　　９０７　スピーカドライバ
　　９１１　テレビアプリケーション部　　９１３　受付部
　　９１５　取得部　　９１７　記憶部
　　９１９　格納部　　９２１　選択部
　　９２３　切替部　　９２５　出力部
　　１５０１　正極の隣接範囲　　１５０３　正極の隣接範囲
　　１５０５　負極の隣接範囲　　１５０７　負極の隣接範囲

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図２１】
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